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新JIS L0001について 

2015年3月31日に品質表示規格の改定が行われ、2016年12月1日より 
表示ラベルが変わっていきます。そんな中クリーニング店様に置いてどの 
ような影響があるか考えてみます 

2 何が変わるのか？ 

A 規格の考え方…指示表示から上限情報へ 
  JIS L0217…家庭における洗濯などの 
         取り扱い方法を指示する 
  JIS L0001…繊維製品のケアの表示に使用する事、 
         繊維製品の洗濯などの取り扱いを行う間に 
         回復不可能な損傷を起こさないもっとも厳しい処理、 
         操作に関する情報を目的とする 

B 商業クリーニングも範囲に 
  JIS L0217…家庭における洗濯などの取り扱い方法を指示表示 
  JIS L0001…家庭洗濯（洗濯、漂白、乾燥及びアイロン仕上げ）及びドライクリーニング 
         並びにウェットクリーニングによる繊維製品のケアに関する表示 

指示表示 

JIS L0217 新JIS L0001 

限度表示 

この方法 
で洗濯 

表示通り又は 
それ以下の 
洗濯方法 

POINT 

POINT ドライクリーニング、ウェットクリーニングを商業クリーニングと呼ぶ 

C 漂白記号の追加 
  JIS L0217…塩素系漂白剤の可否 
  JIS L0001…酸化型漂白剤使用の可否 

POINT 
酸素系○、塩素系○ 

酸素系○、塩素系× 

酸素系×、塩素系×  
 

1 何で変わるのか？ 
・背景 
近年繊維業界を取りまく環境は生産が海外に移行し、海外ブランドや海外
SPAの製品が国内流通うしているようにグローバル化しております。
WTO/TBT協定への対応の為政府の「規制緩和計画」（1995年3月）遂行によ

り新たな表示記号体系に変更することになりました。加えて海外からは「日
本独自の取り扱い表示記号は貿易の障害となる可能性があり、ISO規格へ
整合する必要がある」との要請が出ていました 
（取扱い表示変更記号作成ガイドラインより） 



お問い合わせ ☎029-822-2722 0120-160-912 http://ｗｗｗ.nittoushouji.com 

ノニオン系 

ウェットクリーニングがMA20以下で出来る機械がこちら！ 
弊社ホームページで動画配信中！！http://www.nittoshouji.com/ 

製品名 ハイブリッドウエットクリーナー 

品番 HVC-110 

メーカー 宮田工機 

製品特徴 

•もう「むずかしくない」難洗衣料 
衣料をネットで固定し、洗浄液を高速噴射します。 
特殊アタッチ（ノズル）により、洗浄液の噴射と同時にバキュームで脱水を行います。 
•機械力を掛けない洗浄方式で、難洗衣料に対応 
•専門の技術が必要ない簡単操作 
•単品処理で移染、逆汚染を防止 

W×D×H 1412×870×1615 

機械重量 80kg 

家庭用品品質表示法が基準だったのが商業クリーニングも基準
に加わったという事で一般消費者にも商業クリーニングの理解が
深まる事が考えられます。そして一番の問題点は事故の責任の
所在です。 
 
家庭用品品質表示法は何か確認します 
（目的）第1条「家庭用品の品質に関する表示の適正化を図り、一
般消費者の利益保護することを目的とする」（定義）第2条第1項及
び第2項の1一般消費者が通常生活の用に供する繊維製品、合成

樹脂加工品、電気機械器具及び雑貨工業品のうち一般消費者が
その購入に際し品質を識別することが著しく困難であり、かつ、そ
の製品を識別することが特に必要であると認められるものであっ
て政令で定めるもの 
 
クリーニング店の影響を考える前に左記の新聞記事に有るように
今回の表示変更について、クリーニング業界がが今一度勉強し理
解することから始なければならないような気がします 

D ウェットクリーニングの追加 
  JIS L0217…ドライクリーニングの可否 
  JIS L0001…ドライ、ウェットの可否…特殊な技術を使用した水洗いと仕上げによる処理 
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MA値60前後…3秒洗い30秒停止のレベル 

MA値35前後…手洗いレベル 

MA値20以下…洗濯機では不可能な値 

ウェット × 

※MA値とは？…被洗物への洗濯機械力 
（衣類へのダメージ力を数値化したもの） 

MA値試験布 

この試験布を洗浄し 
・切れた糸の本数 
・繋がった糸の本数 
・歪んだ糸の本数 
を数えMA値を出します 

3 クリーニング店様の影響は？ 
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